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二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
日
、
一
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
台
湾

の
輔
仁
大
学
で
、
日
本
語
文
学
科
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
「
東

ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
三
回
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語
文
学
研
究
者
が
集
ま
っ

て
研
究
発
表
を
行
う
場
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
韓
国
・
中
国
・
台
湾
・
日
本
の
各
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
第
一
回
大
会
は
韓
国
の
高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ

ー
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
―
一
九
日
）
で
行
わ
れ
、
第
二
回
大
会
は
北
京

師
範
大
学
外
国
語
学
院
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
四
―
二
六
日
）
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果
は
、
雑
誌
『
跨
境

日
本
語
文
学
研
究
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
九
月
―
）
の
投
稿
論
文
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
台
湾
大
会
で
は
、
一
日
目
に
三
会
場
に
分
か
れ
て
「
文
化
翻
訳

／
翻
訳
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表
と
総
合
座
談
会
「
文
化
／
翻
訳
」

が
行
わ
れ
、
二
日
目
に
は
二
会
場
に
分
か
れ
て
大
学
院
生
に
よ
る
発
表
を

中
心
と
し
た
次
世
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
当

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

二
〇
一
五
年
度
輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
科
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
×
「
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
文

学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
台
湾
大
会
「
文
化
翻
訳
／
翻
訳

文
化
」

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

た
っ
て
は
、
国
際
学
会
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
予
稿
集
が
発
行
さ
れ

た
。
近
年
、
「
日
本
文
学
」
か
ら
「
日
本
語
文
学
」
へ
と
研
究
対
象
が
変

っ
て
き
て
い
る
背
景
に
は
、
伝
統
的
な
キ
ャ
ノ
ン
研
究
の
行
き
詰
り
や
、

各
国
文
学
史
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
批
判
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
日
本
と
い
う
国
家
の
自
明
性
が
疑
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

比
較
文
学
を
専
攻
す
る
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
国
家
」
の
枠

組
み
を
相
対
化
す
る
作
業
は
、
何
も
真
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

重
要
な
の
は
、
日
本
語
文
学
研
究
に
お
い
て
、
国
境
を
越
え
る
研
究
が
志

向
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
東
ア
ジ
ア
」

と
い
う
視
座
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
テ
ク
ス
ト

読
解
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。

一
日
目
の
総
合
座
談
会
に
お
い
て
鄭
炳
浩
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表
は
、
「
日
本
近
代
文
学
」
／
「
東
ア
ジ

ア
と
日
本
語
文
学
」
／
「
植
民
地
文
学
」
の
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
が
「
文
化
翻
訳
／
翻
訳
文
化
」
で

あ
っ
た
た
め
、
日
本
近
代
文
学
を
論
じ
る
際
に
も
、
翻
訳
や
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
翻
案
）
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
徳
永

光
展
氏
「
夏
目
漱
石
『
心
』
英
訳
に
お
け
る
話
法
の
処
理

―

M
eredith

M
ckinney

に
よ
る
翻
訳
を
資
料
と
し
て

―
」
は
、
夏
目
漱
石
（
一
八
六

七
―
一
九
一
六
年
）
の
小
説
の
英
語
訳
を
扱
っ
た
典
型
的
な
翻
訳
研
究
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
俳
句
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
発

表
も
あ
り
、
中
根
隆
行
氏
「
朝
鮮
俳
句
の
戦
前
戦
後

―
俳
句
の
文
芸
性

と
文
化
翻
訳
」
、
藤
田
祐
史
氏
「
芭
蕉
とB

asho:

リ
ー
ビ
英
雄
『
千
々
に



く
だ
け
て
』
論
」
の
二
つ
の
発
表
が
あ
っ
た
。
中
根
氏
の
発
表
に
お
い
て

は
、
朝
鮮
俳
人
、
李
桃
丘
子
（
一
九
二
三
―
二
〇
一
三
年
）
の
俳
句
活
動
を
論

じ
る
こ
と
で
、
従
来
の
俳
句
研
究
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
文
化
翻
訳
の
問

題
が
扱
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
視
座
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
従

来
の
日
本
近
代
文
学
研
究
を
異
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
セ
ク
シ
ョ

ン
（
第
二
会
場
）
で
は
、
河
野
龍
也
氏
「
言
語
体
験
と
し
て
の
旅

―
佐
藤

春
夫
の
「
台
湾
も
の
」
に
お
け
る
「
越
境
」

―
」
、
黄
翠
娥
氏
「
旅
行

者
徳
富
蘇
峰
が
ま
な
ざ
し
た
中
国
、
台
湾
」
の
二
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
、

佐
藤
春
夫
（
一
八
九
二
―
一
九
六
四
年
）
と
徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
―
一
九
五
七
年
）

に
よ
る
東
ア
ジ
ア
（
台
湾
、
中
国
）
表
象
が
論
じ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
近
代
文
学
の
キ
ャ
ノ
ン
か
ら
植
民
地
へ
の
ま
な
ざ
し

を
扱
っ
た
も
の
と
は
逆
に
、
植
民
地
文
学
に
お
い
て
は
植
民
地
の
人
々
の

帝
国
日
本
へ
の
ま
な
ざ
し
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
徐
東
周
氏

「
植
民
地
青
年
の
「
移
動
」
と
「
近
代
文
学
」
の
再
翻
訳
」
で
は
、
植
民

地
期
台
湾
で
の
日
本
語
文
学
が
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
四
セ
ク
シ
ョ
ン

（
第
二
会
場
）
で
は
、
兪
在
真
氏
「
翻
訳
装
置
と
し
て
の
広
告

―
植
民
地

朝
鮮
に
お
け
る
「
内
地
」
書
籍
広
告
文
」
と
日
比
嘉
高
氏
「1945
年
以

前
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
書
籍
雑
誌
の
流
通

―
書
店
、
組
合
、
新
聞

社
」
の
発
表
が
行
わ
れ
、
植
民
地
時
代
の
朝
鮮
や
台
湾
に
お
け
る
広
告
や

書
籍
流
通
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
小
説
や
詩
と
い
っ
た
文
学
作
品
に
は
限

定
さ
れ
え
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
流
通
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
た
。

次
に
、
筆
者
の
専
門
で
あ
る
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
研
究

に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
王
佑
心
氏
「
安
部
公
房
「
バ
ベ
ル
の
塔
の

狸
」
に
お
け
る
目
玉
の
重
層
性

―
「
翻
訳
不
可
能
」
の
翻
訳
の
た
め
に

―
」
で
は
、
安
部
公
房
「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」（
『
人
間
』
一
九
五
一
年
五
月

号
）
に
登
場
す
る
「
目
玉
」
の
意
味
が
翻
訳
論
的
に
説
明
さ
れ
た
。
こ
の

「
目
玉
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
以
前
か
ら
、
見
る
／
見
ら
れ
る
と
い
う

「
ま
な
ざ
し
」
の
問
題
が
実
存
主
義
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
読
解
し
て

い
た
た
め
、
発
表
終
了
後
に
質
問
を
行
っ
た
。
ま
た
、
李
先
胤
氏
「
マ
ン

ガ
、
ア
ニ
メ
、
文
化
の
翻
訳

―
手
塚
治
虫
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
〈
越
境
〉
」

で
は
、
手
塚
治
虫
（
一
九
二
八
―
一
九
八
九
年
）
の
マ
ン
ガ
『
吸
血
魔
団
』（
東

光
堂
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、
ミ
ク
ロ
化
し
た
人
間
が
人
体
に
入

っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
安
部
公
房
「
壁

―
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」

S

（
『
近
代
文
学
』
一
九
五
一
年
二
月
号
）
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
、
安
部
公
房
と

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
発
表
者
の
李
先
胤
氏
は
博

士
論
文
『
水
の
表
象
と
暴
力
批
判

―
安
部
公
房
に
お
け
る
科
学
的
認
識

と
文
学
』
を
東
京
大
学
に
提
出
し
て
学
位
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
の

発
表
の
際
に
も
質
問
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
筆
者
は
「
越
境
す
る
『
砂
の

女
』

―
安
部
公
房
と
ア
メ
リ
カ
文
学
の
相
互
交
通

―
」
と
題
す
る
発

表
で
、
安
部
公
房
『
砂
の
女
』（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
六
月
）
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
文
学
受
容
に
つ
い
て
発
表
し
、
日
比
嘉
高
氏
や
李
先
胤
氏
か
ら
コ

メ
ン
ト
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
関
連
の
発
表
も
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
筆
者
が
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
発
表

に
、
橫
路
明
夫
氏
「
ク
ロ
ー
ン
の
意
味(

物
語)

―
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
オ
ン
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」
が
あ
る
。
予
稿
集
に
収
録
さ
れ
た
予
稿

を
読
む
限
り
で
は
、
ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』（
テ
レ
ビ
東



京
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
―
一
九
九
六
年
三
月
）
が
、
東
浩
紀
（
一
九
七
一
年
―
）

や
宇
野
常
寛
（
一
九
七
八
年
―
）
ら
の
言
説
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
い
て
、

興
味
深
か
っ
た
。
筆
者
と
し
て
は
、
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
で

の
実
存
主
義
や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
受
容
に
つ
い
て
質
問
し
た
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
日
本
」
と
い
う
国
家
の
枠
組

み
に
限
定
せ
ず
に
日
本
語
文
学
を
読
み
、
そ
の
「
外
部
」（
東
ア
ジ
ア
、
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
）
の
視
座
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
読
解
の
可
能

性
が
提
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、「
翻
訳
」
と
は
「
内

部
」
と
「
外
部
」
を
繋
ぐ
通
路
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て
エ
ド
ワ

ー
ド
・

・
サ
イ
ー
ド
（E

dw
ard

W
adie

Said,
1935-2003

）

は
、『
世
界
・
テ

W

キ
ス
ト
・
批
評
家
』（The

W
orld,

the
Text,

and
the
C
ritic,

1983
)

の
第
九
章
「
文

学
と
体
系
の
間
の
批
評
」（"C

riticism
B
etw

een
C
ulture

and
System

"

）

に
お
い

て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,

1930-2004
）
の
脱
構
築
的
読
解

の
対
象
が
西
洋
の
テ
ク
ス
ト
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

心
主
義
的
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
こ
の
時
、
サ
イ
ー
ド
の
立
場
は
非
西
洋

に
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
比
較
文
学
者
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
西
洋
」
と
い

う
中
心
に
対
し
て
「
外
部
」
的
な
位
置
に
あ
る
。
し
か
し
、
東
浩
紀
は
、

サ
イ
ー
ド
の
立
場
が
間
違
い
な
く
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う

え
で
、
デ
リ
ダ
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
読
解
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
「
内

部
」
か
ら
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
（
『
存
在
論
的
、
郵
便
的

―
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
に
つ
い
て
』
（
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）
四
三
―
四
八

頁
）
。
つ
ま
り
、
デ
リ
ダ
の
立
場
は
キ
ャ
ノ
ン
の
新
し
い
読
解
の
可
能
性

を
内
部
か
ら
開
く
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

サ
イ
ー
ド
的
で
あ
れ
、
デ
リ
ダ
的
で
あ
れ
、
日
本
語
文
学
を
「
外
部
」（
東

ア
ジ
ア
）
／
「
内
部
」（
キ
ャ
ノ
ン
）
か
ら
論
じ
る
の
で
あ
れ
、
日
本
と
い
う

国
家
を
「
内
部
」
か
ら
の
み
な
ら
ず
同
時
に
「
外
部
」
か
ら
見
つ
め
る
視

座
こ
そ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
会
場
内
外
で
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
輔
仁
大
学
の
ス
タ

ッ
フ
や
学
生
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
系
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jp.fju.edu.tw

/m
odules.php?nam

e=
W
ebpage&

pa=
show

page&
pid=

1014

）

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
二
〇
一
五
年
度
輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
科
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
×
「
東

ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
台
湾
大
会
「
文
化
翻
訳
／
翻

訳
文
化
」

場
所

台
湾
・
輔
仁
大
学

済
時
楼
九
階

日
時

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
―
一
五
日

主
催

輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
科

協
賛

輔
仁
大
学
科
技
部
、
教
育
部
、
研
発
処
、
公
共
事
務
室

後
援

高
麗
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
日
本
研
究
院
日
本
語
文
学
・
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
北
京
師
範
大

学
外
国
言
語
文
学
学
院
日
文
系

【
一
日
目
】「
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
台
湾
大
会

○
中
根
隆
行(

愛
媛
大
学)

「
朝
鮮
俳
句
の
戦
前
戦
後

―
俳
句
の
文
芸
性

と
文
化
翻
訳
」

○
金
孝
順(

高
麗
大
学)

「
細
井
肇
篇
《
通
俗
朝
鮮
文
庫
》
と
造
ら
れ
る
朝



鮮
的
価
値

―
「
洪
吉
童
伝
」
の
人
物
造
形
と
琉
球
征
伐
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
中
心
に

―
」

○
李
志
炯(
淑
明
女
子
大
学)

「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
と
優

生
学
の
移
動

―
韓
日
の
優
生
政
策
と
文
学
か
ら
の
文
化
翻
訳
的
考
察

―
」

○
陳
宏
淑(

台
北
市
立
大
学)

「
ヴ
ェ
ル
ヌ
か
ら
包
天
笑
ま
で

―
『
鉄
世
界
』

の
重
訳
史

―
」

○
劉
春
英(

東
北
師
範
大
学)

「
中
国
に
お
け
る
日
本
女
性
文
学
の
百
年
受
容

史
に
つ
い
て
」

○
徐
東
周(

梨
花
女
子
大
学
）
「
植
民
地
青
年
の
「
移
動
」
と
「
近
代
文
学
」

の
再
翻
訳
」

○
和
泉
司(

豊
橋
技
術
科
学
大
学)

「
邱
永
漢
「
西
遊
記
」
を
読
む

―
日
本

に
お
け
る
「
西
遊
記
」
翻
訳
と
邱
永
漢
訳
版
の
意
味
」

○
大
東
和
重(

関
西
学
院
大
学)

「
平
地
先
住
民
の
失
わ
れ
た
声
を
求
め
て

―
日
本
統
治
下
の
台
南
に
お
け
る
葉
石
濤
の
考
古
学
・
民
族
学
・
文

学

―
」

○
冨
田
哲(

淡
江
大
学)

「
元
台
湾
語
通
訳
者
市
成
乙
重
と
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
期
の
「
福
建
語
」」

○
李
漢
正(

祥
明
大
学)

「
韓
国
に
お
け
る
三
浦
綾
子
の
『
氷
点
』」

○
単
援
朝(

崇
城
大
学)

「
大
内
隆
雄
の
翻
訳
活
動
に
つ
い
て

―
「
満
人

作
家
」
の
理
解
者
、
代
弁
者
と
し
て

―
」

○
王
志
松(

北
京
師
範
大
学)

「
「
物
語
」
の
た
め
の
冒
険

―
村
上
春
樹

に
於
け
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
受
容
」

○
張
桂
娥(

東
呉
大
学)

「
翻
訳
児
童
文
学
に
み
る
文
化
翻
訳
の
創
造
性
と

多
様
性

―
言
葉
遊
び
絵
本
『
な
ぞ
な
ぞ
の
た
び
』
の
中
国
語
訳
を
手

が
か
り
に

―
」

○
河
野
龍
也

(

実
践
女
子
大
学)

「
言
語
体
験
と
し
て
の
旅

―
佐
藤
春
夫

の
「
台
湾
も
の
」
に
お
け
る
「
越
境
」

―
」

○
黄
翠
娥(

輔
仁
大
学)

「
旅
行
者
徳
富
蘇
峰
が
ま
な
ざ
し
た
中
国
、
台
湾
」

○
工
藤
貴
正(

愛
知
県
立
大
学)

「
北
京
か
ら
台
湾
に
や
っ
て
来
た
大
正
生
命

主
義

―
『
台
湾
民
報
』
に
お
け
る
張
我
軍
の
時
差
翻
訳
を
視
座
と
し

て
」

○
厳
仁
卿(

高
麗
大
学)

「
在
朝
鮮
日
本
人
に
よ
る
朝
鮮
民
謡
の
翻
訳
と
文

化
表
象
」

○
兪
在
真(

高
麗
大
学)

「
翻
訳
装
置
と
し
て
の
広
告

―
植
民
地
朝
鮮
に

お
け
る
「
内
地
」
書
籍
広
告
文
」

○
日
比
嘉
高
（
名
古
屋
大
学
）
「1945

年
以
前
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
書

籍
雑
誌
の
流
通

―
書
店
、
組
合
、
新
聞
社
」

○
石
田
仁
志(

東
洋
大
学)

「
文
化
翻
訳
の
ア
ポ
リ
ア

―
周
金
波
「
志
願

兵
」
ほ
か
」

○
佐
藤
敬
子(

元
横
浜
市
立
大
学
兼
任
講
師)

「
永
井
荷
風
『
ふ
ら
ん
す
物
語
』

論

―
文
化
翻
訳
の
解
釈
試
論

―
」

○
徳
永
光
展(

福
岡
工
業
大
学)

「
夏
目
漱
石
『
心
』
英
訳
に
お
け
る
話
法
の

処
理

―

M
eredith

M
ckinney

に
よ
る
翻
訳
を
資
料
と
し
て

―
」

○
王
佑
心(

銘
伝
大
学)

「
安
部
公
房
「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」
に
お
け
る
目

玉
の
重
層
性

―
「
翻
訳
不
可
能
」
の
翻
訳
の
た
め
に

―
」

○
橫
路
啓
子(
輔
仁
大
学)

「
李
登
輝
の
翻
訳
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

―
司
馬
遼

太
郎
『
台
湾
紀
行
』
を
例
に

―
」



○
金
想
容
（
輔
仁
大
学
）
「
日
本
統
治
時
代
の
「
日
本
味
」

―
台
湾
に
お

け
る
「
味
噌
」
の
渡
来
と
受
容
状
況
を
め
ぐ
っ
て
」

○
鄭
家
瑜
（
政
治
大
学
）
「
『
日
本
書
紀
』
に
見
る
漢
籍
の
影
響
と
表
現

―
持
統
天
皇
の
形
象
を
中
心
に
」

○
岡
部
明
日
香(
岐
阜
女
子
大
学)

「
白
居
易
『
琵
琶
行
』
と
新
体
詩
『
琵
琶

行
』」

○
齋
藤
正
志(

中
国
文
化
大
学)

「
古
典
文
学
に
お
け
る
〈
文
化
の
越
境
〉

―
竹
取
物
語
の
解
釈
変
容

―
」

○
金
普
慶(

高
麗
大
学)

「
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
映
画
と
翻
訳

―
「
雪
夫

人
絵
図
」
の
映
画
化
を
め
ぐ
っ
て

―
」

○
中
村
祥
子(

輔
仁
大
学)

「
記
念
映
画
と
し
て
製
作
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』

を
め
ぐ
っ
て

―
映
画
は
文
学
の
何
を
翻
訳
す
る
の
か
」

○
沈
美
雪(

中
国
文
化
大
学)

「
台
湾
に
お
け
る
日
本
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
翻

訳
・
伝
播
・
表
象

―
文
化
は
翻
訳
さ
れ
、
そ
し
て
広
が
る

―
」

○
李
先
胤(

高
麗
大
学)

「
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
文
化
の
翻
訳

―
手
塚
治

虫
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
〈
越
境
〉
」

○
橫
路
明
夫(

輔
仁
大
学)

「
ク
ロ
ー
ン
の
意
味(

物
語)

―
『
新
世
紀
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」

○
張
蓉
蓓
（
輔
仁
大
学
）
「
日
本
の
漫
画
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
」

○
総
合
座
談
会
「
文
化
／
翻
訳
」

司
会

横
路
啓
子
（
輔
仁
大
学
）

パ
ネ
リ
ス
ト

王
志
松
（
北
京
師
範
大
学
）
、
鄭
炳
浩(

高
麗
大
学)

、

日
比
嘉
高
（
名
古
屋
大
学
）

【
二
日
目
】
次
世
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
大
学
院
生
研
究
発
表
会
）

○
藤
田
祐
史
（
名
古
屋
大
学
）
「
芭
蕉
とB

asho:

リ
ー
ビ
英
雄
『
千
々
に
く

だ
け
て
』
論
」

○
葉
可
全
（
輔
仁
大
学
）
「
楊
逵
「
新
聞
配
達
夫
」
試
論
」

○
岡
英
里
奈
（
名
古
屋
大
学
）
「
旅
す
る
作
家
、
旅
す
る
言
葉

―
脱
「
文

明
批
評
」
的
藤
村
論
の
た
め
に

―
」

○
李
榮
鎬
（
高
麗
大
学
）
「
朝
鮮
文
学
の
会
と
在
日
朝
鮮
人
文
学
」

○
大
場
健
司
（
九
州
大
学
）
「
越
境
す
る
『
砂
の
女
』

―
安
部
公
房
と
ア

メ
リ
カ
文
学
の
相
互
交
通

―
」

○
徐
嘉
乙(

高
麗
大
学)

「
「
記
憶
の
再
生
産
」
と
「
戦
後
責
任
」

―
『
永

遠
の
ゼ
ロ
（
永
遠
の

）
』
の
「
特
攻
隊
」
表
象
を
中
心
に

―
」

0

○
金
城
恵(

北
海
道
大
学)

「
張
文
環
に
と
っ
て
の
「
媳
婦
仔
」

―
「
芸
妲

の
家
」
か
ら
の
一
考
察

―
」

○
金
旭
（
高
麗
大
学
）
「1930

年
代
初
期
に
お
け
る
京
城
帝
国
大
学
予
科
の

文
芸
活
動
研
究

―
雑
誌
『
清
涼
』
を
中
心
に

―
」

○
李
嘉
慧(

高
麗
大
学)

「
近
代
国
家
の
他
者
と
し
て
の
在
朝
日
本
人
遊
女

―

1910

年
代
『
朝
鮮
及
満
州
』、『
朝
鮮
公
論
』
に
お
け
る
性
病
言

説
を
中
心
に
」

○
釋
七
月
子(

名
古
屋
大
学)

「
台
湾
日
本
語
世
代
の
自
分
史
」

○
曾
家
琦(

輔
仁
大
学)

「
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
論

―
現
実
世
界
と
〈
異
界
〉

か
ら

―
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
を
中
心
に

―
」

○
李
冠
儀
（
輔
仁
大
学
）
「
台
湾
人
の
立
場
か
ら
見
る
靖
国
神
社

―
台
湾

団
結
連
盟
靖
国
神
社
参
拝
事
件
を
中
心
に

―
」

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
二
年
）


